








































































































































































































~3 →: JレコードJと警かれた下のタブに ia_Jと出ている。これは左線でマ
ークされているのが全データの3番目の「詰」であること




















字のより詳しい情報を見ることができる Q (13) 
以上、ごく簡単なデータの検索を例にとって、検索の概要を述べた。

























注( 1 )本1誌は以下の 2つの まとめたものである。
1. W説文解字』データベースソフトについて;2008.1.26(1臨欝大学言語研究センタ
一第36問研究セミナー)





由利子・臼悶真性子，根岸政子・ i均山長1]~認、・ j家越千史の 7入。またシステムエンジ
ニアの牧野英夫氏が賛助会員として参加、本会の活動を支えている。
(3) ~託tJi説文解字者均表7決庄] (1994)の頼堆勤序文。



























(12) 2.8. 皮切データで述べたように、 r;{~{WJ に…行本の番号を入れ社ば、漢字のアォー
ントに変換されて番号の左側に出てくる」のは、その番号からJIS漢字とフォント
ファイル名を取得し、その，ns漢字をそのフォントで表示すると、罰的とする F説
文』の字が表示できるためである。
( 1:3)なお、 f又切Jの詳しいデータはまだ未入力のものが多いが、先にこのように該
当字をすべて出してから、点検・入力することができ、より効率的である。また、
データ入力の誤りも、同様にして発見・訂正できる。
(14) w江託説文解字音均表孜jFs(] 994)の頼堆勤序文では、以下のようなことも述べ
られている:
大徐の番号とを対照させている。そこで発生した問題
は、金大徐と段氏との違い、②段氏自身の学説の変化(分類のゆらぎ)、江氏自身
の分類のゆらぎ、以上の三者にそれぞれに由来するものがある。この点は将来会員
によって考察が加えられて行くであろう。
また根本に遡って、ぉ:託(本来は段支裁)のように諸声符によって文字を吉韻ご
とに分類しきることができるかどうかということも、本書によって始めて実質的に
輪読されることとなるに違いなL、。
その際、金聾類{顕子音)の共通性による議声符、②正字と蓑文との間で諮声符
所!議カ嚢うとき、 というような項騒が前もって考えられるしi
(39] 
